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令和４年度予算のあらまし 

資 料 1
資 料 １



１ 財政規模（一般会計当初予算比較）         （単位：百万円） 

 令和 4年度 令和 3年度 令和 2年度 令和元年度 

予算額 291,245 282,578 282,671 271,289

対前年度増減 8,667 △93 11,382 7,631

増減率 3.1％ △0.03％ 4.2％ 2.9％

 
２ 予算編成の基本的な考え方 

 

 

 
 

❖ 編成のポイント 
（1）区民生活を支える上で必要な施策を充実するとともに、コロナ禍により

生じた新たな課題に対応するために策定する、「改定アクションプラン」

に掲げる施策の実施を最優先とする。 

（2）令和３年度当初予算の緊急対策として中止・延期した事業については、

改めて優先順位を精査した上で予算化する。 

（3）経済の先行きが不透明なことから、特定目的基金や起債は積極的に活用

しつつ、財政調整基金の活用は最小限とする。 

（4）既存事業の見直しなど、不断の歳出削減に取り組むとともに、自主財源

の確保に努める。 

 
 ❖ 区財政を取り巻く状況 

我が国の経済は、バブル崩壊以来、デジタル化の決定的な立ち遅れなども

あり、永く経済が低迷しているなか、コロナ禍が直撃した。４度に渡る緊急

事態宣言の発出などにより経済は大きな打撃を受け、令和２年度の実質ＧＤ

Ｐ成長率は戦後最大の落込みとなるマイナス 4.5％であった。令和３年度は

持ち直しの動きが続いており、政府は年度内に感染拡大前の水準への回復を

見込んでいるが、感染症の再拡大や原材料価格の動向などによる下振れリス

クが懸念される。 

国の債務残高の対ＧＤＰ比は、令和３年度末に 250％を超える見込みであ

る。加えて、コロナ克服・新時代開拓のための経済対策として、過去最大と

なる約 36 兆円の補正予算を編成し、さらなる国債発行を行っており、財政

健全化の道筋をどう示すかが大きな課題となっている。 

こうした状況を受け、練馬区の財政も、引き続き予断を許さない状況が続

く見通しである。歳出は、保育関係経費を中心に主な社会保障関係経費がこ

の 10 年で倍増しており、区の判断で抑制・削減が困難な義務的経費が予算

の５割以上を占めている。また、高度経済成長期に建設した区立施設が一斉

に更新時期を迎え、改修・改築には多額の経費を要する。施設利用者の安

全・安心を確保するためにも、計画的な対応が必要である。 

区民とともにコロナ禍を乗り越え、練馬の未来を拓くため、 

「練馬区モデル」を進化させる予算 
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歳入は、経済の回復傾向を受け増加する見通しであり、財源不足額は令和

３年度から縮小したものの、引き続き基金の取崩しと起債により賄わなけれ

ばならない状況である。区はこれまで、リーマンショックの教訓から、計画

的に基金を積み立ててきたため、必要な財源を賄えているが、今回と同様の

ペースで取崩しを続ければ、基金は数年で底をつき、起債残高が大幅に増加

する可能性がある。 

将来に渡って持続可能な財政運営を堅持するためには、施策の優先順位を

見極め、不要不急の歳出を削減し、限りある財源を効果的・効率的に活用し

ていかなければならない。 

 

 ❖ 「改定アクションプラン」の推進と新たに生じた課題に対応する予算編成 

   区はこれまで、区の目指す将来像を示す「グランドデザイン構想」、それ

を実現するための「第２次みどりの風吹くまちビジョン」に基づき、様々な

「練馬区モデル」を展開してきた。保育所待機児童ゼロ、練馬こども園、都

区合同の児童虐待対応拠点、街かどケアカフェ、ひとり親家庭自立応援プロ

ジェクト、防災まちづくり推進地区、世界都市農業サミット、練馬薪能な

ど、練馬区の更なる発展に向け、様々な施策を実現した。 

   特にコロナ禍の只中にあったこの２年間は、区民の命と健康を守り、生活

を支えるために、他に先駆けて様々な施策を実行してきた。国と綿密に協議

して構築したワクチン接種体制「練馬区モデル」は、全国自治体の標準とな

っている。 

   新型コロナウイルス感染症の影響により、経済・財政状況など、区政を取

り巻く環境は大きく変化し、非対面・非接触の生活、デジタル化の加速な

ど、区民生活にも大きな影響を及ぼしている。コロナ禍においても、第２次

ビジョンに定める基本理念や区の目指す姿は大きく変わるものではないが、

社会情勢の変化を踏まえた見直しが必要である。引き続き、区民生活を支え

る上で必要な施策を充実するとともに、この間に生じた新たな課題に対応す

るため、令和４・５年度の２か年の取組を定める「改定アクションプラン

（素案）」を令和３年 12 月に公表し、年度内に成案とする。 

令和４年度当初予算編成にあたっては、改定アクションプランに掲げた施

策の実施を最優先とし、令和３年度当初予算の緊急対策として中止・延期し

た事業については、改めて優先順位を精査した上で予算化した。既存事業に

ついても見直しを徹底し、不断の歳出削減に取り組んだ。 

歳入面では、国・都支出金などの特定財源を確保する一方、寄付制度の拡

充などにより自主財源の確保に努めた。学校改築、病院、道路、公園の整備

など社会資本形成に資する事業には、特定目的基金の活用とともに、世代間

の負担の公平を図るため、後年度負担に配慮しつつ、起債を積極的に活用し

た。不測の事態に備え、財政調整基金の活用は最小限に抑えている。 

これらの取組により、改定アクションプランに定める取組を推進しつつ、

持続可能な財政運営を堅持していく。 
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・世界で最も早く少子高齢化、人口減少が進行。
・労働力不足、経済的な競争力低下などの問題が深刻化。

１ 日本国内の状況

（３）国の財政

・債務残高の対GDP比は先進諸国で最悪の水準。
・普通国債残高は累増し、令和３年度末には990兆円に上る見込み。

（２）人口

区財政の⾒通し

（１）今後の経済見通し

・令和2年度の実質GDP成長率は戦後最大の落ち込みとなるマイナス4.5%。
・令和3年度は2.6％。政府は、年度内に感染拡大前の水準への回復を見込んでいる
が感染症の再拡大や原材料価格の動向などによる下振れリスクが懸念される。

(％)
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・高度経済成長期に建設した施設が一斉に更新時期を迎えている。
・施設利用者の安全・安心確保のため、計画的な対応が必要。

・保育関係経費を中心に、主な社会保障関係経費はこの10年で倍増。
・区の判断で抑制・削減が困難な義務的経費が5割以上を占める。

２ 練馬区の財政状況

（１）社会保障関係経費の確保が必要

（２）老朽化の進む公共施設への対応

10年で
倍増

学校の全改築に要する経費
１校あたり約37億円
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３ 今後の基金・起債残高の見通し

・経済の回復傾向を受け、当初予算の財源不足額は令和3年度から縮小。
・しかし、扶助費や物件費など歳出の増加が今後も見込まれ、財源不足は
基金と起債で賄うほかない。
・基金残高は減少を続けている。今回と同様のペースで取崩しを続ければ、
基金は数年で底をつく可能性がある。

数年後に基金が
底をつく可能性
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（新規事業は★印、充実事業は○印） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コロナ禍において、区は令和 2 年度に 6 次、令和 3 年度には 5 次（令和 3

年 12 月末時点）にわたる補正予算を編成し、感染拡大防止、医療提供体制の

充実、困窮する区民・事業者への支援など、全力を挙げて感染症対策を進め

てきた。 

来年度も引き続き、区民の命と健康を守り、区民生活を支えるため、直面

する課題に取り組む。 

 

《感染拡大防止と医療提供体制の充実（6,052 百万円）》 

★自宅療養者へのパルスオキシメーター貸与・支援物資配送  〔53 百万円〕

★自宅療養者往診対応業務等               〔10 百万円〕

★抗体カクテル療法患者移送業務委託           〔81 百万円〕

★感染症発生施設PCR検査検体採取業務等委託        〔94百万円〕

★練馬区酸素・医療提供ステーションの運営         〔989 百万円〕

★積極的疫学調査業務体制の強化             〔52 百万円〕

★介護事業所等に対する PCR 検査・抗原検査         〔100 百万円〕

★事業者向け高機能換気設備設置補助            〔6 百万円〕

〇患者受入病院への経営等支援事業            〔69 百万円〕

〇PCR検査検体採取センターの運営委託           〔83百万円〕

〇区内診療所へのPCR検査検体採取委託           〔57百万円〕

○入院患者の搬送委託、入院医療費公費負担        〔221 百万円〕

〇検体運搬業務委託など                  〔1 百万円〕

○保健所人員体制および感染症ネットワークの強化     〔103 百万円〕

〇各施設における感染予防物品の購入など          〔24 百万円〕

※新型コロナウイルスワクチン３回目接種等       〔4,109 百万円〕

  ※金額は令和 3年度一般会計補正予算(第 4 号)における繰越明許費分 

《困窮する区民・事業者への支援（1,340 百万円）》 

○住居確保給付金および生活困窮者への相談支援      〔392 百万円〕

 ○就労サポート事業                   〔75 百万円〕

 〇産業融資資金あっせん事業（「新型コロナウイルス感染症対応借換特別 

貸付」等）                       〔670 百万円〕

〇プレミアム付商品券事業補助              〔201 百万円〕

〇出産応援事業                      〔3 百万円〕

《デジタル化の推進（76 百万円）》 

 ★商店街キャッシュレス化促進支援（いきいき商店街支援、にぎわい商 

店街支援）                        〔8 百万円〕

 ★町会・自治会デジタル活用支援事業             〔3 百万円〕

〇テレワーク環境の整備など                  〔65 百万円〕

新型コロナウイルス感染症対策経費 7,469 百万円
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３ ビジョンに掲げた施策の柱と戦略計画ごとの主な取組 

（新規事業は★印、充実事業は○印） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 練⾺こどもカフェの拡充や家庭での⼦育て⽀援サービスの充実 

現在、6 店舗で実施している「練馬こどもカフェ」は、1 店舗増やし、計 7

店舗に拡大する。また、店舗が自ら、子育て講座等を企画して実施する新た

な方式を試行する。親子が気軽に交流できる子育てのひろばの拡充に取り組

む。試行的に練馬区子育てスタート応援券事業に民設子育てのひろばで実施

する「一時預かり事業」を追加する。 
 

○「練馬こどもカフェ」の拡大（6 店舗→7 店舗）       〔2 百万円〕

★「練馬こどもカフェ」自主運営型の試行          〔1 百万円〕

〇子育てのひろば増設（26 所→27 所）            〔4 百万円〕

〇練馬区子育てスタート応援券事業の拡充          〔1 百万円〕
 

２ 保育サービスの充実 

 保育所待機児童ゼロを継続できるよう、引き続き保育所の整備や練馬こど

も園の拡大を進める。2 歳児までの保育施設の卒園児を認可保育所等で優先

的に受け入れる新たな保育園入園申請の仕組みを導入する。引き続き、障害

児保育巡回指導や、国の障害児保育給付への、区独自の上乗せ給付を行う。

また、乳幼児が安心して過ごせる環境づくりを進めるため、区内すべての幼

稚園・保育園に二酸化炭素濃度測定器（CO2 センサー）を配付する。 
 

〇私立認可保育所を 9 か所（定員 410 名）新設      〔1,181 百万円〕

〇区立上石神井第三保育園の改築             〔207 百万円〕

○練馬こども園を 1 園認定（25 園→26 園）         〔6 百万円〕

★二酸化炭素濃度測定器（CO2 センサー）の配付       〔11 百万円〕
 

３ 保育園の ICT 化 

保育園の ICT 化を推進し、園だよりや連絡帳のやり取りなど、保護者が保

育園との連絡をスマートフォン等で行える取組を進める。 
 

○区立・私立保育園 計 44 園で ICT 機器等を導入      〔86 百万円〕

 

施策の柱１ ⼦どもたちの笑顔輝くまち 

1,499 百万円 

77



1 成⻑発達にかかわる相談サポート体制の充実 

体調や育児に不安のある産後の母子に対し、助産所や病院で、助産師が育

児相談や授乳相談などを行う産後ケア事業は、利用日数や回数の上限を拡大

(デイケア 7 日→12 日、産後ケア訪問 3 回→6回)する。多胎児の場合は育児

の負担を考慮し、デイケアは 18 日まで、産後ケア訪問は 10 回までとする。

保健相談所の心理相談員を増員し、相談体制を充実する。 
 

〇産後ケア事業の充実                   〔33 百万円〕

〇保健相談所の相談体制の充実               〔36 百万円〕
 

2 （仮称）ねりま⼦育て⽀援アプリの開発準備 

  希望する子育て支援サービスを”知る・探す・申し込む”が簡単にできる

「(仮称)ねりま子育て支援アプリ」の導入に向けた準備を進める(令和 5 年

度構築予定)。導入にあたっては令和 4 年 3 月から運用開始する電子母子手

帳アプリと連携し、利便性を向上させる。 
 

電子母子手帳アプリの運用                 〔2 百万円〕
 

3 児童相談体制「練⾺区モデル」の進化 

 東京都が、区の子ども家庭支援センターと同一施設内に、都立練馬児童相

談所（仮称）を設置する。令和 4 年度は工事実施設計を行う。 

児童虐待の再発防止等支援事業として家庭復帰ケースなどへの訪問支援

を、区の子ども家庭支援センターに加えて、地域の子ども家庭支援センター

が実施する。 

子どもショートステイ事業は、乳児の定員を 2 名から 4 名に拡大する。 
 
★都立練馬児童相談所（仮称）の工事実施設計       〔11 百万円〕

★地域子センによる虐待再発防止等支援事業を実施     〔27 百万円〕

 〇子どもショートステイ事業の充実               〔3 百万円〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

112 百万円 
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１ ねりっこクラブ実施校の拡⼤ 

  引き続き、「学童クラブ」と「ひろば事業」それぞれの機能や特色を維持

しながら事業運営を一体的に行う「ねりっこクラブ」の早期全校実施に取組

む。 

  また、区独自の学童クラブ待機児童対策として「ねりっこプラス」を継続

する。 
 

○「ねりっこクラブ」を 8 校拡大（37 校→45 校）     〔2,519 百万円〕

○「ねりっこプラス」の継続               〔105 百万円〕
 

２ 医療的ケアが必要な児童の学童クラブでの受⼊れを充実 

 医療的ケア児枠を新設するとともに、受入れ施設を拡大する。 
 

○医療的ケア児枠の新設等                〔27 百万円〕
 

３ キッズ安⼼メールの利⽤拡⼤ 

 令和 5 年度までに全 65 校に設置を目指して、4 年度は新たに 10 校のひろ

ば室に設置する。 
 

○キッズ安心メールの利用拡大              〔25 百万円〕

 

 施策の柱１ ⼦どもたちの笑顔輝くまち

2,676 百万円 
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１ ⽀援が必要な⼦どもたちへの取組の充実 

不登校対策の見直しのため、令和 3 年度および 4 年度にかけて調査を実施

する。また、適応指導教室に登録したが通室することが出来ない児童・生徒

に、タブレットパソコンを活用したオンライン学習支援を実施する。 

医療的ケア児への対応について、福祉、医療と連携して、学校・学童クラ

ブ・保育園・幼稚園などにおける新たな支援方針を策定する。 

 ヤングケアラーの早期発見、把握、相談支援など、教育、子育て、福祉な

どの各部門が連携した取組を行う。 
 

★不登校実態調査の実施                  〔5 百万円〕

★オンライン学習支援事業の実施              〔1 百万円〕

★医療的ケア児への新たな支援方針の策定          〔1 百万円〕 

★ヤングケアラー支援を行う関係機関の連携や周知啓発の強化 〔3 百万円〕

２ ICT を活⽤した教育内容の充実 

  区立小・中学校の通信環境の増強、教員用タブレットパソコンの配備など

を行い、ICT を活用した教育効果の高い授業を実施する。 

〇教育ネットワーク回線の強化              〔36 百万円〕

〇教員用タブレットパソコンの配備等           〔372 百万円〕

３ 英語教育の充実 

子どもたちの英語力を向上し、英語を使ったコミュニケーション能力を育

成するため、小中学校における英語教育の充実に取り組む。 
 

★夏季イングリッシュキャンプの実施           〔45 百万円〕

★すべての区立小中学校を対象に英語 4 技能検定を実施（都内初）〔22 百万円〕

４ 学校の教育環境の整備 

児童・生徒の安全で快適な教育環境を整備するため、区立小・中学校の改

築等を推進する。 
 

〇学校の改築（設計 3 校、改築工事 2 校）        〔1,942 百万円〕

〇学校の体育館空調整備（小学校 10 校・中学校 6 校）  〔1,531 百万円〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
    
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3,958 百万円 
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１ 地域包括⽀援センターの増設・移転、医療・介護連携の推進 

地域包括ケアシステムの中核機関である地域包括支援センターをより身近

で利用しやすい窓口とするため、区立施設等への増設、移転、担当区域の見直

しを進める。 
 
★地域包括支援センターの増設・移転・担当区域見直し    〔106 百万円〕

（R5.4 月増設 2 か所） 

  ・中村敬老館の機能転換に伴う改修工事 

  ・民設特養（やすらぎシティ東大泉）への増設準備 

（R6.4 月移転 1 か所） 

  ・高野台敬老館の機能転換に伴う改修実施設計（生涯学習センター分館） 
  

2 ひとり暮らし⾼齢者等の⾒守りの推進 

ひとり暮らし高齢者の見守りを推進するため、新たに ICT 機器の活用事例紹

介講座を実施するほか、高齢者の安全を確保できるよう、自宅に戻れなくなっ

た方を発見する GPS(位置情報提供システム)利用料助成促進に取り組む。 
 
★見守り ICT 機器活用事例紹介講座の開始           〔2 百万円〕

○GPS 利用料の助成                     〔1 百万円〕
 

3 認知症対策の充実 

令和 3 年 10 月から練馬区医師会と連携して実施する「もの忘れ検診」につ

いて、4 年度からは他の区民健診と開始時期を合わせ、受診促進に取り組む。 
 
○もの忘れ検診の充実                   〔50 百万円〕
 

4 練⾺光が丘病院跡施設における複合施設の整備 

練馬光が丘病院移転後、介護医療院、看護小規模多機能型居宅介護等からな

る医療・介護複合施設の整備を進める(R5 着工、R7 開設予定)。 
 

★練馬光が丘病院跡施設における医療・介護の複合施設の整備に向けた準備 

                                 〔再掲 ※【戦略計画 9】3 病床の確保〕
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

888 百万円 

施策の柱２ ⾼齢者が住みなれた地域で暮らせるまち
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5 特別養護⽼⼈ホーム等の整備充実 

団塊の世代が後期高齢者となる令和 7 年に向け、在宅生活が困難な方全てが

希望する時期に入所できるよう、特別養護老人ホーム等の整備を促進する。 
 
○特別養護老人ホームの整備補助               〔189 百万円〕

（令和 4 年度に補助金交付する 2 施設と、令和 3 年度に補助金交付済の 2 施設

をあわせ、計 4 施設(327 人)が開設） 

○都市型軽費老人ホームの整備補助                〔75 百万円〕

（令和 4 年度に補助金交付する 2 施設(40 人)が開設） 

○認知症高齢者グループホームの整備補助            〔241 百万円〕

（令和 4 年度に補助金交付する 3 施設のうち 2 施設(36 人)が開設） 

○看護小規模多機能型居宅介護事業所の整備補助         〔152 百万円〕

（令和 4 年度に補助金交付する 3 施設のうち 2 施設(58 人)が開設） 
 

6 福祉⼈材の確保・育成・定着⽀援の強化 

複合化・複雑化した課題に対応する人材の確保・育成・定着のため、練馬福

祉人材育成・研修センター事業と練馬障害福祉人材育成・研修センター事業を

統合するとともに、介護職員の研修受講料助成等を引き続き行う。 
 

★人材育成・研修センターの統合              〔50 百万円〕

  介護職員の研修受講料助成、介護福祉士資格取得費用助成  〔22 百万円〕

 

１ 「⾼齢者みんな健康プロジェクト」の充実 

区が保有する医療・健診・介護等のデータを活用して抽出した対象者に、個

別訪問や講座案内など働きかけを行う。また、栄養・フレイル予防等の各種講

座やフレイルサポーターの育成研修を行い、高齢者の健康保持・増進につなげ

る。 
 
○高齢者みんな健康プロジェクトの充実             〔24 百万円〕

 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

132 百万円 
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２ 街かどケアカフェの充実 

介護予防の拠点となる街かどケアカフェを、地域のサロン活動との連携や敬

老館の機能転換により増設する。 

○街かどケアカフェの充実                   〔75 百万円〕

（区立施設活用：開設準備 1 か所、地域サロン連携： 3 か所増） 
 

３ 介護予防・フレイル予防事業の充実、スマホ教室の実施 

オンラインによる介護予防・フレイル予防講座は、はつらつセンターを拠点

として、自宅や敬老館をつないで会場や定員を増やす。足腰しゃっきりトレー

ニング教室でもオンライン講座を実施する。 

高齢者のデジタル格差解消を支援するため、はつらつセンターや敬老館での

スマホ教室を継続する。 
 
○オンラインツールを活用した介護予防・フレイル予防事業の充実〔3 百万円〕

○スマートフォン利用普及啓発・活用支援の実施（スマホ教室等） 〔1 百万円〕
 

4 元気⾼齢者の社会参加の促進 

元気高齢者介護施設業務補助事業は、軽作業等の就労を行う対象施設に、新

たにデイサービスを追加し、より多くの高齢者が地域で活躍できる環境を整え

る。はつらつシニア活躍応援塾は、新たにオンライン型を導入し、より多くの

高齢者が受講できる環境を整備する。シニアセカンドキャリア応援事業は、従

来の起業・創業、地域活動等に関するセミナーや情報提供に加え、個別相談会

を実施する。 
 
○元気高齢者介護施設業務補助事業の拡充             〔5 百万円〕

○はつらつシニア活躍応援塾の充実               〔8 百万円〕

○シニアセカンドキャリア応援事業の充実            〔1 百万円〕
 

5 区独⾃の介護予防事業の充実 

既存の講座を統合した新たなウォーキング教室では、終了後もグループによ

る自主的なウォーキングを促進する。はつらつシニアクラブは、高齢者みんな

健康プロジェクトやもの忘れ検診と連携して、介護予防への取組が必要な方

を、早期に適切な支援につなげる。 
 
★（仮称）頭にも体にも効く！ねりまちウォーキング教室の開始 〔3 百万円〕

〇はつらつシニアクラブの充実        〔12 百万円〕
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１ 障害者とその家族を⽀える施設の充実 

特に需要が高い重度障害者グループホームを、石神井町福祉園用地に整備

する。また、旧高野台運動場用地に民間事業者が整備・運営する(仮称)高野

台福祉園を開設する。医療的ケアを行っている家族の負担を軽減するため、

練馬光が丘病院の移転・改築に合わせて、区内初の医療的ケアに対応したシ

ョートステイを開始する。 
 
★重度障害者グループホームの整備(R7開設予定)       〔3百万円〕

★(仮称)高野台福祉園の整備(R4.12 月開設予定)      〔550 百万円〕

★医療的ケアに対応したショートステイの開始        〔2 百万円〕
 

２ 障害児⽀援の充実 

こども発達支援センターで、障害児および発達に心配のある児童の一時預

かり支援事業を開始する。また、オンラインでの相談や療育内容の動画配信

を新たに実施する。 
 
★障害児一時預かり支援事業等の実施            〔2 百万円〕

★相談事業等のオンライン化                                〔1 百万円〕
 

３ 就労⽀援の充実 

就労継続支援B型事業所に経営コンサルタントを派遣し、工賃向上を図る。

障害者施設の EC サイトを集めた「ねりいちポータル」を開設し、販売力強

化を支援する。 
 

★経営コンサルタント派遣事業の実施                        〔4 百万円〕

★ねりいちポータルの開設                                  〔1 百万円〕
 

４ 障害者の意思疎通⽀援の充実 

聴覚障害や視覚障害など、障害の特性に応じた多様なコミュニケーション

手段を充実し、共生社会の実現を目指す(仮称)練馬区障害者の意思疎通に関

する条例を制定し、関連事業を開始する。 
 

★遠隔手話通訳設置事業、情報支援機器利用支援事業等の開始  〔7 百万円〕

★区からの送付物への配慮                                 〔10 百万円〕

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

580 百万円 
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１ ひとり親家庭⾃⽴応援プロジェクトの充実 

ひとり親家庭ニーズ調査を６年ぶりに実施し、新型コロナが生活・就労・

子育てに与えた影響などひとり親家庭の状況について調査する。調査結果を

踏まえて自立に向けた支援策の充実を図る。高等職業訓練促進等給付金は、

対象資格の拡充や訓練期間の要件緩和を令和 4 年度も継続し、ひとり親の就

労による自立を支援する。 
 

★ひとり親家庭自立応援プロジェクトの充実        〔148 百万円〕

○就労支援の充実（高等職業訓練促進等給付金）      〔※89 百万円〕

※ひとり親家庭自立応援プロジェクトの充実 148 百万円の内数 
 

２ ⽣活困窮者への相談⽀援体制の充実 

増加が見込まれる生活困窮者の生活相談に迅速かつ適切に対応するため、

生活サポートセンターの相談支援員を更に増員する。また、区西部の相談ニ

ーズに応えるため、新たに石神井庁舎内で定期的な相談を開始する。 
 

○生活困窮者への相談支援体制の更なる強化        〔136 百万円〕
 

３ ⽣活保護受給世帯に対する⾃⽴⽀援の実施 

  生活保護の新規受給世帯の増加に対応し、きめ細やかなサポートを行うた

め、今後も適正なケースワーカーの人員を確保する。特に就労支援について

はケースワーカーと就労サポーター、ハローワーク等が連携して、生活困窮

から生活保護に至るまで切れ目のない支援を実施する。 
 
  就労サポート事業の実施                 〔75 百万円〕

 
 
  

359 百万円 

施策の柱３ 安⼼を⽀える福祉と医療のまち 
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5,723 百万円 

１ 感染症発⽣時の連携体制の強化 

新型コロナウイルス感染症対応の経験を活かし、今後起こりうる新興・再

興感染症に備えた対応力を強化するため、「新型インフルエンザ等医療対策

連絡会」を「(仮称)練馬区感染症ネットワーク会議」に改組する。医師会、

区内病院などに、新たに訪問看護ステーションや福祉施設等をメンバーに加

え、情報共有や各関係機関の相互支援のあり方を検討する。 
 

★練馬区感染症ネットワークの充実             〔1 百万円〕
 

２感染症の拡⼤時や災害時に備えた医療体制の整備 

  順天堂練馬病院において、感染症の拡大時や災害時の医療提供体制を確保

するため、三次救急レベルの医療機能の整備を促進する。 

 

  東京都など関係機関との調整・協議            〔   ―   〕
 

３ 病床の確保 

高齢化の進展に伴う医療需要を見据え、入院から在宅医療に至るまで切れ

目のない医療提供体制を整備するため、練馬光が丘病院は光が丘第四中学校

跡地への移転・改築により増床するとともに急性期機能等の充実を図る。ま

た、旧高野台運動場用地には回復期・慢性期機能を有する病院を整備する。

さらに、練馬光が丘病院移転・改築後の跡施設に、区内初の緩和ケア病床

を備えた病院や介護医療院等からなる医療・介護の複合施設を整備する。 
 

〇練馬光が丘病院の移転改築・医療機能拡充・増床     〔5,424 百万円〕

（R4.10 月開院、急性期機能充実・回復期機能整備、342 床→457 床への増床）

〇慈誠会・練馬高野台病院の整備              〔294 百万円〕

（R4.8 月開院、回復期・慢性期機能整備、218 床） 

★練馬光が丘病院跡施設における医療・介護の複合施設の整備に向けた準備

〔4 百万円〕
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１ みどり健康プロジェクトの充実 

コロナ禍による運動不足解消のため、「ねりまちてくてくサプリ」の内容

をさらに充実する。 

区民が自ら健康づくりに取り組むきっかけを提供するため、楽しく気軽に

健康について学ぶ健康イベントを新たにオンライン形式で実施する。 
 
○「ねりまちてくてくサプリ」の充実                        〔3 百万円〕

★オンラインによる健康イベントの開催           〔3 百万円〕
 

2 こころの健康づくり対策の拡充 

自殺防止対策の要となる人材（ゲートキーパー）の役割を学ぶための動画

配信やこころの健康に関するコラムのホームページへの掲載等、情報発信を

拡充する。 
 
〇こころの健康づくり対策の拡充              〔1 百万円〕
 

3 健診（検診）受診環境の充実 
 
健診会場の保育サービスを充実するとともに、インターネットでの予約受

付を開始するなど、健診（検診）受診環境を整備する。また、要介護の要因

となる高齢者の骨折を減少させるため、新たに骨粗しょう症検診および予防

教室を実施する。 
 

★健診(検診)受診環境の整備                〔1 百万円〕

★骨粗しょう症検診および予防教室の開始         〔32 百万円〕

 

4 がんと共に⽣きる区⺠を⽀える 

区、順天堂練馬病院がん相談センター、患者団体、支援者などで構成する

がん患者支援連絡会を設置する。がん患者支援に関するニーズ調査を実施

し、がん患者支援連絡会での議論を踏まえ患者の QOL 向上に向けた取組を検

討する。 
 

★がん患者支援連絡会の開始                〔1 百万円〕

★がん患者支援ニーズ調査の実施              〔3 百万円〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策の柱３ 安⼼を⽀える福祉と医療のまち 

44 百万円 
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施策の柱４ 安全・快適、みどりあふれるまち

現在、密集事業を進めている貫井・富士見台地区に続き、桜台東部地区で、

令和 4 年度中に整備計画を策定する。 

区独自の防災まちづくり推進地区に指定した田柄、富士見台駅南側、下石

神井の 3 地区において、都条例に基づく新たな防火規制区域の指定を行う。

耐震化を促進するため、特定緊急輸送道路沿道に続き、一般緊急輸送道路

沿道建築物の建替え工事助成を開始する。また、旧耐震基準で建てられた住

宅の建替え工事助成を密集事業対象地区と防災まちづくり推進地区で実施

する。 
 
○密集住宅市街地整備促進事業の推進          〔247 百万円〕 

○防災まちづくりの推進                 〔49 百万円〕 

○建築物の耐震化促進                 〔196 百万円〕 

〇危険なブロック塀等の撤去促進             〔57 百万円〕 
 

都が実施する河川・下水道の整備と連携し、練馬区総合治水計画に基づき、

流域対策を進める。個人住宅などに対して雨水浸透施設の設置費用を助成す

るほか、公園などの公共施設を活用し、設置を行う。 
 

〇個人住宅などへの雨水浸透施設の設置費用の助成      〔30 百万円〕

〇雨水浸透施設の設置工事の実施（2 か所）        〔17 百万円〕

災害時に自力で避難することが困難な方をあらかじめ登録する「避難行動

要支援名簿」の情報を更新するとともに、要支援者の安否確認等支援活動を

確実・迅速に行える体制を構築するため、名簿を活用した訓練を実施する。
 
〇避難行動要支援名簿の更新・訓練の実施         〔3 百万円〕

 

1,904 百万円 
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施策の柱４ 安全・快適、みどりあふれるまち 

⑴ 地域別防災マップの作成・訓練の推進 

  水害リスクの高い地区（対象 14 か所）のうち、未作成は 11 か所とな

っている。令和 4 年度は、3 か所で地域の災害リスクや防災情報をまと

めた地域別防災マップを地域と協働で作成し、これを活用した訓練を実

施する。 

⑵ 家庭における災害用簡易トイレの備蓄を推進 

  防災訓練やイベントでの災害用簡易トイレセットの配布を通じて啓発

し、家庭内での災害用簡易トイレの備蓄を一層推進する。 

⑶ 災害情報システムの構築 

  災害時にＩＣＴを活用して、多くの被災情報を正確に集約し、庁内お

よび関係機関で情報共有しながら、迅速で的確な対応に繋げていく。 
 

〇地域別防災マップの作成・訓練の推進           〔15 百万円〕

★災害用簡易トイレの備蓄                 〔15 百万円〕

★災害情報システムの構築                  〔4 百万円〕

〇ねりま防災カレッジ事業の実施              〔26 百万円〕
 

橋梁の予防修繕、公園遊具の更新、公園灯・街路灯の LED 化、道路陥没対

策により、都市インフラを計画的に更新していく。 
 
〇都市インフラの計画的更新              〔1,245 百万円〕
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交通の円滑化、災害時の交通確保、みどりの創出等、多様な機能を担う都

市計画道路や生活幹線道路の整備を着実に進める。 
 

○都市計画道路の整備（区画街路 1 号線など 11 区間）   〔684 百万円〕

○生活幹線道路の整備（主要区道 56 号線など 5 区間）   〔251 百万円〕
 

 

都、鉄道事業者、沿線区市と連携し、連続立体交差事業および鉄道付属

街路等の事業認可取得に向けて取り組む。 
 

○西武新宿線連続立体交差事業等の推進            〔46 百万円〕
 

早期事業化を目指し、都と連携して、区も調査・検討を行い、実務的協議を

加速するとともに、引き続き、地域と一体となった促進活動を展開する。 
 

○大江戸線の延伸促進                    〔13 百万円〕
 

道路整備に合わせた保谷ルートの再編や、練馬光が丘病院の移転に伴うルー

トの延伸について、バス事業者等と協議を行い、みどりバスの再編を進める。 
 

○みどりバスの運行                    〔356 百万円〕
 

シェアサイクル事業の次期社会実験において、区全域での実施と他自治体と

の相互乗り入れを図るため、駅前等の公共用地を提供し、運営事業者によるサ

イクルポートの増設を進める。 
 

○シェアサイクルの利用拡大                〔   ―   〕

※サイクルポートの設置は運営事業者が行うため、予算計上は生じない。 

 

1,350 百万円 

 

2020



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連続立体交差化にあわせて、上石神井駅、武蔵関駅、上井草駅周辺では、

地区計画や建築物の共同化等の検討を進める。 
 

○西武新宿線沿線地域のまちづくり              〔29 百万円〕
 

（仮称）大泉学園町駅予定地周辺では、大泉学園通り（補助135号線）の桜

並木の再整備や無電柱化など安全で魅力ある道路整備のための拡幅用地の取得

を進めるとともに、駅前広場の計画や建築物の共同化等を検討する。 

大泉町二丁目地区と補助233号線沿道周辺地区では、地区計画を活用したま

ちづくりを進める。 

○大江戸線延伸地域のまちづくり               〔21 百万円〕
 

石神井公園駅周辺では、南口西地区市街地再開発事業の実施に向け、再開

発組合設立や権利変換計画認可に向けた取組を支援する。南口商店街におい

ては、地域とともに、無電柱化にあわせた「街並み整備計画」の策定に向け

た検討を進める。 
 

○石神井公園駅南口西地区市街地再開発事業の促進等     〔283 百万円〕

 

光が丘駅Ａ5出入口周辺において、下りエスカレーターおよびスロープを整備

し、バリアフリー化を推進する。練馬光が丘病院の開院に合わせ、光が丘駅と病

院を結ぶ経路に、視覚障害者誘導用ブロックや案内板を整備する。 
 

★光が丘駅Ａ5 出入口周辺のバリアフリー化(R5 年度完成予定） 〔124 百万円〕

★光が丘駅と病院の経路のバリアフリー整備(R4.10 月完成予定)〔14 百万円〕

 

 

471 百万円 

施策の柱４ 安全・快適、みどりあふれるまち
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みどりの拠点づくりを進める長期プロジェクトの 1 つである稲荷山公園

は、「武蔵野の面影」をテーマに検討を進めている。令和 4 年度は、実施計画

を策定する。 

特色ある公園等の整備に向けて、用地買収、測量、設計を進める。和田堀

緑道は、既存のみどりを生かした歩きやすい緑道に再整備する。 
 

○稲荷山公園実施計画の策定                 〔15 百万円〕

○特色ある公園等の整備（7 か所）            〔3,184 百万円〕

・（仮称）南高松の森緑地（用地買収・設計） 

・（仮称）北町六丁目公園（用地買収） 

・北原公園拡張（用地買収・設計） 

 ・大泉町もみじやま公園拡張（用地買収・設計） 

・どんぐり山の森緑地拡張（測量） 

・やくも公園拡張（用地買収） 

・和田堀緑道改修（整備） 

★石神井松の風文化公園拡張整備に向けた事業認可の取得     〔  －  〕

〔再掲 ※【戦略計画 19】１ 誰もが安心して利用できるスポーツ施設の整備〕

みどりを育む基金の新たな短期プロジェクトとして、牧野記念庭園と（仮

称）農の風景公園における事業への寄付の募集を開始する。 
 
みどりを育む基金（練馬みどりの葉っぴい基金）の運営     〔2 百万円〕

短期プロジェクトの実施 

 ★牧野富太郎博士の書斎再現（寄付目標額 500 万円） 

 ★(仮称)農の風景公園で使用するトラクターの調達（寄付目標額100万円）

牧野富太郎博士が逝去するまで約 30 年間過ごした自宅跡地にある区立牧

野記念庭園において、記念事業を実施する。 
 
★高知県立牧野植物園との連携                      〔2 百万円〕

★牧野富太郎博士の書斎再現               〔12 百万円〕

3,215 百万円 
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⑴ 新たな環境基本計画の策定 

2050 年までの脱炭素社会の実現に向け、「環境基本計画 2020」に「エ

ネルギービジョン」などの既存計画も組み入れ、新たな計画を策定する。

⑵ 区民や事業者との協働による脱炭素の取組の推進 

温室効果ガスの排出削減に向け、再生可能エネルギー・省エネルギー

設備設置補助金について、家庭への導入が容易な窓の断熱改修への補助

を充実するとともに、事業者向けの高機能換気設備設置に対する補助を

新設する。 

⑶ 先進技術の導入・運用 

移転・改築後の練馬光が丘病院で発電した電力の一部を、災害時に隣

接する光が丘秋の陽小学校へ供給する「地域コジェネレーションシステ

ム」を導入する。 

⑷ 区の率先した取組（環境に配慮した調達の拡大） 

公用車の電動化を拡大する。令和 4 年度は、公用車 10 台を電動車に

切り替える。 
 

★新たな環境基本計画の策定                 〔7 百万円〕 

○再生可能エネルギー・省エネルギー設備設置補助金の拡充 〔46 百万円〕 

○地域コジェネレーションシステムの導入          〔78 百万円〕 

○公用車の電動化の拡大                 〔2 百万円〕 

不燃ごみに含まれる金属類等のリサイクルを推進するため、不燃ごみ資源

化事業を開始する。また、今後、国から示される手引きに基づき、製品プラ

スチックの排出抑制や再資源化の取組を進める。 
 
★不燃ごみ資源化事業の開始              〔331 百万円〕 

★プラスチック資源循環の促進                 〔  ―  〕 

 

【戦略計画 15】脱炭素社会の実現に向けた総合的な
 環境施策の展開 464 百万円 

施策の柱４ 安全・快適、みどりあふれるまち
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１ 企業活動のデジタル化への総合的な⽀援 

⑴ デジタル化専門相談窓口の設置 
新たに４年４月から練馬ビジネスサポートセンターに、事業活動の

デジタル化に詳しい中小企業診断士による専門相談窓口を設置する。 
⑵ デジタル化等支援融資の新設 

デジタル化の取組に対する資金繰りを支援するため、「デジタル化・

イノベーション等支援特別貸付」を新設する。 

⑶ オンライン商談交流会などによる販路拡大への支援 
商談交流会の実施回数を増やし、農商連携をはじめとしたテーマ設

定、オンラインによる実施など内容を充実し、事業者の販路拡大を支

援する。 
★デジタル化相談窓口の設置                〔1 百万円〕 
★デジタル化・イノベーション等支援特別貸付        〔7 百万円〕

〇商談交流会の充実                     〔4 百万円〕

〇新型コロナウイルス感染症対応借換特別貸付               〔21 百万円〕
 

２ スマート商店街プロジェクトの展開 

⑴ 商店街のデジタル化の推進 
キャッシュレス決済の導入や SNS などを活用した情報発信など、消

費行動の変化に対応する商店街の取組を支援する。 
⑵ 空き店舗を活用した商店街の賑わい創出の支援 

商店街の複数の空き店舗を活用して、出店を希望する事業者を商店

会がサポートする取組を支援する。事業者の店舗改修や中小企業診断

士による事業者・商店会への支援などに係る経費を補助する。 
 

★商店街のデジタル化に向けた支援             〔10 百万円〕

★空き店舗活用商店街支援事業               〔7 百万円〕
 

３ ねりまプレミアム付商品券事業の⽀援 

  コロナ禍の影響を受けている商店街を支援するため、令和２・３年度に引

き続き、練馬区商店街連合会が実施する 30％のプレミアム付商品券事業を

支援する。 
 
〇プレミアム付商品券事業補助              〔201 百万円〕

【戦略計画 16】地域特性を活かした企業⽀援と商店街の
 魅⼒づくり 

施策の柱５ いきいきと⼼豊かに暮らせるまち

251 百万円 
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１ （仮称）全国都市農業フェスティバルの開催 

令和元年度に開催した世界都市農業サミットに参加した国内都市との連

携を強化し、都市農業の魅力をさらに発信するために、令和 5 年度開催予定

の（仮称）全国都市農業フェスティバルに向けた準備に取り組む。 
 
★（仮称）全国都市農業フェスティバルの開催準備       〔7 百万円〕
 

２ 農の⾵景育成地区における取組 

（仮称）農の風景公園は、令和 5 年 3 月の開設に向け、管理棟等建築工事

を実施する。あわせて、地域の関係者で構成する運営連絡会準備会において

開設後の事業内容を検討するとともに、プレイベントの開催など、引き続き

機運の醸成を図る。 

農の風景育成地区の地域住民による農地保全活動を引き続き支援する。 
 

〇（仮称）農の風景公園の整備                  〔170 百万円〕

〇農の風景育成地区における取組支援            〔1 百万円〕

３ 都市農地の保全 

都市農地の制度改正を国に要望するとともに、生産緑地の貸借制度を活用

したマッチングに取り組み、農地保全を推進する。 
 

〇制度改正に向けた国への要望              〔  －   〕

〇生産緑地の貸借制度を活用した都市農地の保全      〔  －   〕

４ 区⺠が農に親しむ取組 

  農業者と区民が触れ合うマルシェの開催を積極的に推進するとともに、気

軽に収穫体験が楽しめる練馬果樹あるファームや、農業体験農園の開設・拡

充を支援する。 

   農福連携や子どもの体験学習を推進し、区民の身近なところで農に親しむ

取組を支援する。 

 

〇マルシェの実施・支援                  〔8 百万円〕

〇練馬果樹あるファーム・農業体験農園の開設・拡充支援    〔25 百万円〕

〇農福連携の推進                     〔  －   〕

〇農業者と連携した体験学習の充実             〔  －   〕

【戦略計画 17】⽣きた農と共存するまち練⾺ 211 百万円 

施策の柱５ いきいきと⼼豊かに暮らせるまち
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１ 美術館の全⾯リニューアルに着⼿ 

美術館再整備基本構想（素案）で掲げる「まちと一体となった美術館」「本

物のアートに出会える美術館」「併設の図書館と融合する美術館」の 3 つの

コンセプトの実現に向け、基本設計に着手する。あわせて、美術館を核とし

た街並みの実現に向け、町会・商店会関係者と連携してまちづくりを進める。
 

★美術館再整備基本設計等                〔43 百万円〕

★中村橋駅周辺のまちづくり                  〔12 百万円〕
 

２ （仮称）これからの図書館構想の策定 

学識経験者などで構成する構想策定検討委員会からの報告を踏まえ、庁内

プロジェクトチームで検討を進める。 
 

★「（仮称）これからの図書館構想」の策定          〔1 百万円〕
 

３ 優れた⽂化芸術に触れられる機会の創出 

コロナ禍により令和 3 年度は中止した「みどりの風 練馬薪能」の再開な

ど、質の高い文化芸術の鑑賞機会を区民に提供する。 
 

〇「みどりの風 練馬薪能」の再開             〔20 百万円〕

〇真夏の音楽会の実施                   〔12 百万円〕

★練馬文化センター大規模改修工事           〔1,015 百万円〕

★生涯学習センター屋上防水等改修工事          〔175 百万円〕
 

４ 練⾺の歴史を活かした映像⽂化のまちづくり 

「ワーナー ブラザース スタジオツアー東京-メイキング・オブ ハリ

ー・ポッター」の令和 5 年度開設に向けて、ワーナー ブラザースと連携し

たハリー・ポッターシリーズの映画上映イベントを実施するほか、周辺の商

店会等と連携しながら地域の活性化に取り組み、練馬の魅力を内外に発信す

る。 
 

〇映画上映イベントの実施                 〔11 百万円〕

★スタジオツアー施設開設とあわせた練馬の魅力発信    〔10 百万円〕

【戦略計画 18】みどりの中で優れた⽂化芸術を楽しめるまち 

 

1,405 百万円 
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１ 誰もが安⼼して利⽤できるスポーツ施設の整備 

総合体育館アリーナ特定天井改修工事とあわせて、ホール等の空調機更新

工事を実施するほか、石神井松の風文化公園拡張整備に向けた事業認可手続

きに着手し、みどり豊かな環境の中で文化やスポーツを楽しめる環境整備を

進める。 
 

★総合体育館アリーナの特定天井等改修工事        〔210 百万円〕

★石神井松の風文化公園拡張整備に向けた事業認可の取得    〔 － 〕

★石神井プール防水シート貼替等設計            〔3 百万円〕

★桜台体育館特定天井改修等設計              〔4 百万円〕
 

２ 誰もがスポーツを楽しめる機会の充実 

地域体育館でのパラスポーツ教室の開催など、障害の有無にかかわらず身

近な場所でスポーツが楽しめるよう教室などのイベントを実施する。 
 

〇地域体育館でのパラスポーツ教室等の実施        〔12 百万円〕
 

３ 練⾺こぶしハーフマラソンの再開 

コロナ禍により、3 か年に渡り中止していた練馬こぶしハーフマラソンを

再開する。 
 

○練馬こぶしハーフマラソンの再開            〔150 百万円〕

【戦略計画 19】豊かなみどりの中で誰もがスポーツを
 楽しめるまち 379 百万円 

施策の柱５ いきいきと⼼豊かに暮らせるまち

５ 練⾺の魅⼒を効果的に発信 

  練馬ならではの魅力を活かし、野菜や果実の収穫体験などのツアーを実施

するほか、新たな切り口で練馬区の魅力を紹介する情報マップ「練馬カプセ

ル」を充実する。また、コロナ禍により令和 2・3 年度は中止した「照姫ま

つり」、「練馬まつり」を再開する。 
 

〇体験型ツアーの実施（産業振興公社補助金）        〔1 百万円〕

〇情報マップ「練馬カプセル」の充実（産業振興公社補助金） 〔1 百万円〕

〇照姫まつり・練馬まつりの再開             〔104 百万円〕
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【戦略計画 20】区⺠協働による住⺠⾃治の創造 322 百万円 

１ 町会・⾃治会のデジタル活⽤⽀援 

先進的に SNS 等の活用に取り組んでいる町会・自治会の活動をまとめた事

例集の作成や、デジタル活用について学べる講習会の実施、専門知識を持っ

たアドバイザーの派遣を行う。また、モバイルルータ等の回線使用料につい

て最大 3 年間の補助を開始し、町会・自治会のデジタル活用を支援する。 
 

★町会自治会のデジタル活用支援              〔3 百万円〕

２ 町会・⾃治会の加⼊促進 

 新たに作成する「集合住宅における加入促進ハンドブック」を活用するな

ど、町会・自治会の加入促進を図ります。 
 

〇加入促進活動の実施                   〔1 百万円〕

３ 「練⾺つながるフェスタ」の地域開催 

地域で活動する団体をその地域の区民が知ることができるよう、また、地

域の団体同士がつながることができるよう、これまで 1 か所で開催してきた

「練馬つながるフェスタ」を区立図書館など 6 か所で開催する。 
 

〇練馬つながるフェスタの地域開催                         〔1 百万円〕

４ 地域活動団体の事業基盤を強化 

クラウドファンディングの活用や物販の販路拡大などの講座の開催を区

民協働交流センターで実施する。また、練馬ビジネスサポートセンターが行

う中小企業診断士による経営相談へつなぐなど、地域団体の事業基盤強化に

向けた支援を行う。 
 

〇資金調達等に関するセミナーの開催            〔1 百万円〕

５ 「つながるカレッジねりま」の充実 

  コロナ禍においても修了生が各分野で活躍できるよう、町会・自治会等の

地域団体に働きかけ、活動体験の場を提供する。 

みどり分野では「ねりまの森維持管理コース」を新たに開講する。 
 

〇つながるカレッジねりまの充実              〔3 百万円〕

〇みどり分野「ねりまの森維持管理コース」の開講     〔12 百万円〕
 

施策の柱６ 区⺠とともに区政を進める 
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１ 各種証明書の発⾏⼿数料等のキャッシュレス化 

住民票や印鑑証明等、区窓口で収納する各種証明書発行手数料を、キャッ

シュレス決済（クレジットカード、電子マネー、QR コード等）でも支払える

ようにして、区民の利便性向上を図る。区民事務所 6 か所、戸籍住民課 2 か

所、税務課、収納課、国保年金課で導入する。 

住民税・軽自動車税種別割・国民健康保険料納付に使用できるキャッシュ

レス決済の種類を拡大する。 
 

★各種証明書発行手数料支払へのキャッシュレス決済導入    〔13 百万円〕

〇住民税等の納付方法の拡大                〔15 百万円〕

２ オンライン申請の推進 

オンライン申請の一環として、スマートフォンなどから口座振替の手続き

が行える Web 口座振替受付サービスを、国民健康保険料に加え、住民税、保

育料、学童クラブ保育料、介護保険料、後期高齢者医療保険料に拡大する。
 

〇Web口座振替手続きの6公金への拡大           〔25百万円〕

３ （仮称）お悔やみ窓⼝の設置 

死亡届に伴う手続きは多岐にわたるため、ご遺族が安心して手続きを進め

られるよう、令和 4 年 6 月に専用の案内窓口を設置する。 
 

★（仮称）お悔やみ窓口の設置               〔1 百万円〕

【戦略計画 21】窓⼝から区役所を変える 55 百万円 

施策の柱６ 区⺠とともに区政を進める 

６ 地域おこしプロジェクトの実施 

練馬の新しい魅力の創造や地域の課題解決に向けて、区民の自由な発想か

ら生まれたアイデアの具現化を支援する「地域おこしプロジェクト」を実施

する。また、新たに取り組む事業を募集する。 
 

〇地域おこしプロジェクトの実施             〔10 百万円〕
 

７ 地域施設の改修 

〇北大泉地区区民館大規模改修工事                       〔241 百万円〕

★練馬高野台駅前地域集会所空調機更新設計         〔6 百万円〕

〇光が丘区民センター駐車場改修工事           〔44 百万円〕
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１ 区⺠の視点に⽴ったサービスの展開 

多様化する区民ニーズに対応するため、各分野にわたって、デジタル技術

を活用したサービスを展開する。 

高齢者などデジタル機器に不慣れな方も、デジタルサービスを利用できる

よう支援する。 
 

施策の柱 1 

〇保育園のＩＣＴ化                          〔再掲※【戦略計画 1】3〕

★（仮称）ねりま子育て支援アプリの開発準備  〔再掲※【戦略計画 2】2〕
 

 施策の柱 2 

〇「高齢者みんな健康プロジェクト」の充実      〔再掲※【戦略計画 6】1〕

〇オンラインによる介護予防・フレイル予防講座、スマホ教室の実施 

〔再掲※【戦略計画 6】3〕
 

 施策の柱 3 

★障害者の意思疎通支援の充実（ＩＣＴによる遠隔手話通訳） 

〔再掲※【戦略計画 7】4〕

 ★オンラインによる健康イベントの開催    〔再掲※【戦略計画 10】1〕
 
 施策の柱 4 

★災害情報システムの構築          〔再掲※【戦略計画 11】4〕
 
施策の柱 5 

★企業活動のデジタル化への総合的な支援  〔再掲※【戦略計画 16】1〕 

★スマート商店街プロジェクトの展開     〔再掲※【戦略計画 16】2〕
 
施策の柱 6 

★町会・自治会のデジタル活用支援      〔再掲※【戦略計画 20】1〕

★各種証明書の発行手数料等のキャッシュレス化〔再掲※【戦略計画 21】1〕

 

【戦略計画 22】DX（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）の推進

４ 窓⼝情報提供システムの拡⼤ 

これまで区民事務所など 18 か所の窓口に導入してきた、窓口の混雑状況

を区 HP から確認できる窓口情報提供システムを収納課に導入する。 
 

〇窓口情報提供システムの拡大               〔1 百万円〕

92 百万円 
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施策の柱６ 区⺠とともに区政を進める 

２ 業務の改⾰ 

国の標準仕様に適合したシステムに移行するため、文字データの標準化や

機能要件の分析等、移行準備を進める。 

令和４年１月から税業務 AI を本格導入する。RPA はライセンス形態の見直

しや職員向け研修の充実等により、全庁での活用を拡大する。 

ノーコード開発の手法を活用して職員自ら業務システムを開発する。4 年

度は、複数の部署が関わる保育施設巡回支援業務での情報共有を効率化す

る。 

３年２月から専用パソコン100台で開始したテレワークの試行状況を踏ま

え、効果や課題等を整理し、本格実施に向けた環境整備を進める。 
 

★自治体システム標準化への対応             〔21 百万円〕

〇AI・RPA 等の活用による業務効率化            〔16 百万円〕

〇テレワーク環境の整備                  〔44 百万円〕
 

３ ＤＸを推進する体制の整備 

DX の取組を全庁をあげて推進していくための方針を策定する。 

デジタル技術の知見を有する専門技術員を１名から２名に増員する。 

DX の実現に必要な能力を習得するため、体系的な研修体制を構築し、専門

的な知見を有する CIO 補佐官の支援による研修を実施する。 
 

★DX を推進する体制の整備                〔11 百万円］
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５　一般会計予算概要
 （１） 令和４年度一般会計歳入予算・款別一覧表

（単位：百万円、％）

款　　　　　　　　　別

1 特 別 区 税 69,782 65,657 4,124 6.3

2 地 方 譲 与 税 1,108 1,010 98 9.7

3 利 子 割 交 付 金 190 210 △ 20 △ 9.5

4 配 当 割 交 付 金 1,000 800 200 25.0

5 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 1,100 910 190 20.9

6 地 方 消 費 税 交 付 金 15,420 14,624 796 5.4

7 環 境 性 能 割 交 付 金 360 302 58 19.2

8 地 方 特 例 交 付 金 490 521 △ 31 △ 5.9

9 特 別 区 交 付 金 88,338 79,701 8,636 10.8

10 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 64 60 4 6.7

18 繰 越 金 2,000 2,000 0 0.0

（一般財源）　　小　計 179,851 165,796 14,056 8.5

11 分 担 金 及 び 負 担 金 1,233 1,136 97 8.6

12 使 用 料 及 び 手 数 料 5,068 4,732 336 7.1

13 国 庫 支 出 金 54,862 54,274 587 1.1

14 都 支 出 金 27,476 24,726 2,750 11.1

15 財 産 収 入 382 384 △ 2 △ 0.5

16 寄 付 金 9 4 5 122.5

17 繰 入 金 10,152 16,980 △ 6,828 △ 40.2

19 諸 収 入 5,483 4,340 1,143 26.3

20 特 別 区 債 6,729 10,207 △ 3,478 △ 34.1

（特定財源）　　小　計 111,394 116,782 △ 5,388 △ 4.6

歳 入 合 計 291,245 282,578 8,667 3.1

※項目ごとに四捨五入しているので合計欄と一致しない場合がある。

令和4年度 令和3年度 増減額 増減率
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（２）　令和４年度一般会計歳出予算・款別一覧表

（単位：百万円、％）

主　　　　　な　　　　　増　　　　　減

1 議 会 費 1,000 1,014 △ 14 △ 1.4 議員報酬および費用弁償 △10

2 総 務 費 22,976 22,848 128 0.6
電算システム運用126　退職手当119　防災訓練
24　練馬庁舎改修△185　会計年度職員△111各
種統計調査△19

3 区 民 費 19,003 18,745 258 1.4
後期高齢者医療会計繰出金460　国民健康保険
事業会計繰出金83　マイナンバーカード交付等
経費△305

4 産業経済費 2,983 2,664 320 12.0
仮称農の風景公園整備135　練馬まつり・照姫ま
つり経費87　産業融資資金あっせん72　 区民・産
業プラザ維持運営22　　認定農業者等支援△28

5 地域文化費 6,829 6,555 274 4.2

文化センター維持運営費906　総合体育館維持
管理費159　練馬こぶしハーマラソン経費150　地
区区民館維持運営費△607　大泉学園ホール維
持運営費△257

6 保健福祉費 93,029 89,448 3,581 4.0

練馬光が丘病院関係経費2,731　自立支援給付
費1,650　予防接種費589　感染症対策費416　介
護保険会計繰出金388　順天堂練馬病院増床等
補助△3,000　民設特養整備助成△1,097

7 環 境 費 12,959 12,556 402 3.2
清掃一部事務組合等分担金438　金属類等資源
化経費302　自立分散型エネルギー社会推進経
費93　資源循環センター拡張整備費△428

8 都市整備費 4,733 3,896 837 21.5

地区計画推進経費416　再開発事業推進経費
276　都心共同住宅供給事業経費205　鉄道駅バ
リアフリー経費124　みどりバス事業経費85　防災
まちづくり推進経費△370

9 土 木 費 13,335 9,977 3,359 33.7
公園新設費2,983　土木出張所支所整備209　街
路新設改良費174　道路新設改良費111　交通安
全施設整備費51　橋梁維持費△147

10 教 育 費 30,546 32,644 △ 2,098 △ 6.4
学校情報化推進経費349　学校営繕費(小・中）
969　校舎建設費（小・中）△3,385　少年自然の家
改修△157　私立幼稚園等運営費△127

11 こども家庭費 73,942 72,581 1,361 1.9

私立保育所運営経費1,562　放課後子ども総合プ
ラン推進等経費499　保育所用地購入431　各種
手当費△643　保育所改築改修△430　認可外保
育事業経費△158

12 公 債 費 4,685 6,052 △ 1,367 △ 22.6 償還元金△1,361　償還利子△24

13 諸 支 出 金 5,126 3,499 1,627 46.5
減債基金積立金1,320　土地開発公社費310　財
政調整基金積立金△3

14 予 備 費 100 100 0 0.0

291,245 282,578 8,667 3.1

※項目ごとに四捨五入しているので合計欄と一致しない場合がある。

歳出合計

増減額 増減率令和4年度 令和3年度
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（３）　令和４年度　一般会計歳出予算・性質別経費内訳

（単位：百万円、％）

歳出額 構成比 歳出額 構成比

153,322 52.6 154,210 54.6 △ 889 △ 0.6

人件費 47,928 16.5 48,718 17.2 △ 790 △ 1.6

扶助費 100,734 34.6 99,448 35.2 1,286 1.3

公債費 4,660 1.6 6,045 2.1 △ 1,385 △ 22.9

25,761 8.8 25,000 8.8 761 3.0

普通建設費 25,761 8.8 25,000 8.8 761 3.0

112,162 38.5 103,368 36.6 8,795 8.5

291,245 100.0 282,578 100.0 8,667 3.1

※項目ごとに四捨五入しているので合計欄と一致しない場合がある。

①義務的経費

　 人件費 職員手当の減などにより7億9,000万円、1.6％の減となった。　　　　　　　

扶助費 障害者自立支援給付費や保育所の定員拡大に要する経費の増などに

より12億8,600万円、1.3％の増となった。

公債費 元金、利子の支払いの減により13億8,500万円、22.9％の減となった。

②投資的経費

 小中学校校舎建設費の減や順天堂練馬病院増床補助の完了による減があったものの、

公園新設費や光が丘病院整備費補助の増などにより7億6,100万円、3.0％の増となった。

③その他の経費

 物件費の増などにより、その他経費全体では87億9,500万円、8.5％の増となった。

増減額 増減率性　　　質

その他経費

合　　　計

義務的経費

投資的経費

令和4年度 令和3年度
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歳出 目的別内訳 

歳出 性質別内訳 
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令和４年度　款別主要事業

〇光が丘区民センター駐車場改修工事

戸籍に関する事務

住民基本台帳に関する事務

4年度 3年度 増減 増減率

3 区 民 費 19,003 18,745 258 1.4
★新規事業　○充実事業

款 事 業 名
予　算　額　　（百万円、％）

摘　　　　      　　要

1 区民総務費・一般事務費 30 13 17 130.8 ★各種証明書発行手数料支払への

　 　　　　　　　　　　　　　　　キャッシュレス決済導入

2 マイナンバーカード交付等経費 248 553 △ 305 △ 55.2 〇マイナンバーカードの交付事務

出産費資金貸付費

3 国民健康保険高額療養費・ 1 1 0 0.0 高額療養費および出産費資金の貸付

4 国民健康保険事業会計 5,729 5,647 82 1.5 国民健康保険事業会計の財源不足額等の繰出

〇国民健康保険料の納付方法の拡大（au Pay、d払い）繰出金

後期高齢者医療会計の財源不足額等の繰出

繰出金 ★Web口座振替手続き(後期高齢者医療保険料)

5 後期高齢者医療会計 8,687 8,227 460 5.6

6 区民事務所等維持運営費 363 328 35 10.7 区民事務所等の維持運営

7 戸籍事務費 8 8 0 0.0

〇窓口情報提供システムの拡大

8 住民基本台帳事務費 396 389 7 1.8

9 税務事務費 233 237 △ 4 △ 1.7 特別区税賦課事務

各種収納対策の実施

★Web口座振替手続き(住民税)

10 収納事務費 531 523 8 1.5

〇住民税の納付方法の拡大（au Pay、d払い）

22 22 0 0.0 年金に関する事務11 年金事務費

★（仮称）お悔やみ窓口の設置
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93,029 89,448 3,5 81 4.0

104 260 .0

6

1 144 40

3 78 78 0 0.0

2 59 57 2 3.5

4 354 351 3 0.9

5 33 37

6 98 96 2 2.1

7 3 3 0 0.0

8 9 8 1 12.5

9 10 12

10 27 29

11 22 18 4 22.2

12 42 128

4646



93,029 89,448 3,5 81 4.06

13 543 515 28 5.4

14 74 90

15 189 204

16 695 451 244 54.1

17 17 1 16 160 0.0

18 8,7 09 8,3 21 388 4.7

20 63 60 3 5.0

19 1 1 0 0.0

21 293 292 1 0.3

22 488 481 7 1.5
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93,029 89,448 3,5 81 4.06

23 44 46

24 76 76 0 0.0

25 13 15

26 23 25

27 1,1 05 1,9 28

28 114 126

29 13,653 12,003 1,6 50 13.7

30 778 769 9 1.2
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93,029 89,448 3,5 81 4.06

32 782 744 38 5.1

31 1,1 73 1,3 70

33 152 150 2 1.3

34 1,1 74 818 356 43.5
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93,029 89,448 3,5 81 4.06

0

35 2,2 06 2,1 66 40 1.8

36 233 241

37 2,5 10 2,3 31 179 7.7

39 1 1 0 0.0

38 6 6

40 1 1 0 0.0

41 148 122 26 21.3

42 10 8 2 25.0

43 39 37 2 5.4

44 0 1

46 791 744 47 6.3

45 16 14 2 14.3
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93,029 89,448 3,5 81 4.06

47 1,2 66 1,2 42 24 1.9

48 317 278 39 14.0

49 100 175

50 257 252 5 2.0

51 135 132 3 2.3

52 326 322 4 1.2

53 94 93 1 1.1

54 163 178

55 94 79 15 19.0

5151



93,029 89,448 3,5 81 4.06

56 208 206 2 1.0

57 472 457 15 3.3

58 31,442 32,286

59 118 113 5 4.4

60 77 107

61 125 125 0 0.0

62 2,8 10 2,2 20 590 26.6
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93,029 89,448 3,5 81 4.06

63 1,7 46 315 1,4 31 454 .3

64 11 11 0 0.0

65 2 2 0 0.0

66 1,1 25 1,1 54

67 17 10 7 70.0
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93,029 89,448 3,5 81 4.06

68 3 3 0 0.0

69 104 99 5 5.1

70 654 660

71 32 32 0 0.0

72 14 13 1 7.7

73 84 74 10 13.5

74 54 56

75 1 7

5454



93,029 89,448 3,5 81 4.06

76 8 8 0 0.0

77 28 31

78 15 14 1 7.1

79 16 3 13 433 .3

80 12 12 0 0.0

81 373 377

82 38 40

83 8 3 5 166 .7

5555



93,029 89,448 3,5 81 4.06

84 318 22 296 134 5.5

85 20 3,0 20

86 5,4 64 2,7 34 2,7 30 99.9

87 3 1 2 200 .0
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令和４年度　款別主要事業

予　算　額　　（百万円、％）
款 事 業 名

△ 1,367 △ 22.6
★新規事業　 ○充実事業

摘　　　　　　　　　要

4,685 6,052

4年度 3年度 増減 増減率

12 公 債 費

6,052 △ 1,367 △ 22.6 償還元金および利子等4,6851 償還元金および公債利子

6969



 6　債務負担行為

(単位：千円）

3,464,245

令和5年度

600,000

38,655

練馬区役所本庁舎エレベーター改修工事

特別区民税・都民税・軽自動車税税額通知書
封入等委託

北大泉地区区民館大規模改修工事
（工事監理委託含む） 230,753

155,535

令和5年度

～7年度

令和5年度

限　　　度　　　額　

73,892

～24年度

練馬区議会議員選挙執行

令和5年度

事　　　　　　　　　項 期　間

練馬区役所庁舎電気料

～14年度

練馬区土地開発公社が金融機関から借入
れる事業資金78億円および利子相当額～14年度

159,193

令和5年度

練馬区土地開発公社の事業資金借入れに伴う
金融機関に対する債務保証

令和4年度

公共事業施行による移転資金等融資あっせん
に伴う金融機関に対する損失補償

令和4年度

96,420美術館再整備基本設計委託

区画街路1号線橋梁上部工工事

上石神井北小学校昇降機設備設置工事 13,370

光が丘駅Ａ5出入口周辺バリアフリー化工事
（工事監理委託含む） 131,998令和5年度

合　　　　　　　　　計 5,831,861

練馬区土地開発公社からの用地取得費
令和4年度 練馬区が練馬区土地開発公社から取得す

る用地費

22,800

～7年度
新たな小中一貫教育校仮設校舎等賃借 845,000

練馬区が公共事業施行に伴う立退者等に
金融機関からの融資をあっせんする貸出元
金および利子相当額

令和5年度

令和5年度

令和5年度

令和5年度

上石神井北小学校太陽光発電設備設置工事 令和5年度

令和5年度

練馬文化センター大規模改修工事
（工事監理委託含む）

7070



7　特別区債

（単位：百万円）

（単位：百万円）

61,143

令和3年度末 令和4年度末

63,583現 在 高 見 込 額

1

3

校 舎 等 建 設5

2

起　　債　　の　　目　　的

公 共 施 設 等 大 規 模 改 修

1,046

限　度　額

公 園 用 地 買 収 お よ び 整 備

公 共 施 設 等 建 設 2,669

政府資金、民間等資金、
東京都貸付金

摘　　　　　　要

政府資金、民間等資金、
東京都貸付金

1,046
政府資金、民間等資金、
東京都貸付金

政府資金、民間等資金、
東京都貸付金

政府資金、民間等資金、
東京都貸付金780

100

政府資金、民間等資金、
東京都貸付金

合　　　　　　　　　　計 6,729

6 校 地 買 収

4 道 路 用 地 買 収 お よ び 整 備 1,088
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